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1　目的

　血液は ，物質の 運搬や生体防御，体液調 節な

ど多 くの 機能 をもち ， 生体 の 恒常性 維持 に大き

な役割を果 た して い る。しか し，実際 に血液 を

観察 ・実験す る こ とは ほ とん どない 。また高等

学校に お ける 定量実験は，化学 ・物理学分野 に

大 き く偏 っ て い る 。 そ こ で ， 主に高等学校の 生

物学で 行 うこ との で きる定量実験と して ，今回

は 魚類 の 血 漿タ ン パ ク質の 濃 度測定 を伴 う， 血

液 の 教材化を目指 した。

2　実験方法

  麻酔 ： 魚を MS222 等 の 麻酔薬で 麻 酔す

　　 る。

  採血 二 抗凝 固処理 を施 し た 注射器 で 魚か

　　 ら採血す る。

  遠心分離 ： 採 血 した血液 を遠心 管に 移 し

　　替え、遠心分 離機 で遠心す る 。

  　血漿の取 り出し ： 上澄み で あ る 血漿部分

　　 を萩 しい サ ン プ ル 瓶 に 取 り出す 。

  　希釈 ： 蒸留水で ，血 漿を任意 の 倍率 に希

　　釈する。

  発色 ： 別 に用意 したタ ン パ ク質標準溶液

　　（ス タ ン ダ
ー

ド）と血 漿に 発色試薬を入 れ，

　　発色 させ る。

  測定 ： ス タ ン ダー
ドと血漿 の 吸 光度を分

　　光光度計 で 測 定す る 。

3　実験結果

　今回使用し た ニ ジマ ス の場合，血漿中の タ ン

パ ク 濃度 は 28mg ！mL で あ っ た。

4　考察

　学校現場で は，本物 の 血液を取 り扱 うこ とは，

稀で ある。今回 の 実験 は魚か ら採血 す る とこ ろ

か ら始め，血液を観察 し，遠心 し て 血 漿と血球

の分離を行 う。理 科 ・生物学の 多 くの 教科書や

資料集 には，血液が血漿と血球 に分け られ た写

真や イ ラス トが載 っ て い る が，実際に 目で 見 て

確認す る こ と は，生 徒に と っ て も貴重 な経験 に

なる と考え られる。

　採 血 した後 の 魚 体は外部形態を観察 した後

に解剖 し て ，内部形態 を観察す る こ とが で きる 。

さ らに採血 し た血液を 1，2 滴使用 し て 血球 プ

レ パ ラ
ー

トを作成 し，血球観察す る こ とが で き

る。こ の よ うに多様 な授 業展開 が可 能 で あ る 。

　今 回 の 実験で は 比 較的安価 な低速 の 遠心 分

離機 （IOOO 　rcD で も，3分間の 遠 心 で 血漿 と

血 球に分 ける こ とが で きた。分光光度計は非常

に高価で あ る が，視覚に よ る 目視法 によ り，ス

タ ン ダードと色 を比 較 し て

　おお よそ の タ ン パ ク質濃 度 を知 る こ とが で

き る、
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